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嗣糠雨懸隔姦重職 

これがうわさの人間ロープウエイ
けがをしないようにあそばうね．〈／

（完成した浅木小学校横のアスレチック公国）

ー　＊　5　月　の　税　金　＊，

国民健康保険税（第1期）納品5月16日（金）－31日（土）

こ　の　社　会　　ゐ∴な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る
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致し手ック

公田晃麟

撥
灘

て
、
ど
会
う
若
さ
…
孟
き
た
。

さ
て
ど
念
書
さ
き
の
か
な
7

山
び
こ
保
育
園
　
ふ
た
む
ら
せ
い
じ
（
鬼
津
）

た
く
さ
ん
あ
そ
ん
で
く
れ
て
、

も
や
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん
で
す
。

d
㌢
香
田

l
J
朝
子
▲
や
ー
ー
ー

お
か
わ
あ
い
こ
（
浅
木
）

や
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き
〃
・

お
で
か
け
す
る
お
か
あ
さ
ん
の
え
で

す
。
き
れ
い
な
ふ
く
を
き
て
い
ま
す
。

ぼ
く
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん

し
ご
と
を
し
ま
す
。
ぼ
く
は
た
い
す
ぎ

です。

運
営
川
保
育
園
　
お
き
、
か
ね
し
ん
の
す
け
（
遠
賀
川
）

や
さ
し
い
お
か
あ
さ
ん
で
す
。

滝
本
小
学
校
の
西
側
で
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
公
園
は
、
遠
賀
町

が
重
点
目
標
と
し
て
い
ま
す
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
一

環
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
体
力
づ
く
り
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
だ
つ

よ
っ
、
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
の
交

付
金
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
ー

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
紘
綾
は
全
部
で
十
一
基

あ
り
、
あ
の
手
こ
の
手
で
み
な
さ
ん
の
挑

戦
を
待
っ
て
い
ま
す
。

☆
健
康
得
点
　
ど
の
施
設
に
も
健
康
得
点

が
つ
い
て
い
ま
す
。
何
点
と
れ
る
か
が

ん
ば
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ラ
ン
ー
一
ン
グ
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0
点

川
保
育
園
　
と
み
や
す
え
り
こ
（
新
町
）

わ
い
い
お
か
あ
さ
ん
で
す
。

遠
賀
川
保
育
園
　
な
か
ち
か
こ
（
中
央
）

に
っ
こ
り
し
た
お
か
あ
さ
ん
で
す
。

ー
”
（
〈
＼
＼
＼

山
び
こ
保
害
回
　
す
み
や
ひ
ろ
ゆ
き
（
通
告
）

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ん
で
く
れ
て
、
お

も
し
ろ
い
お
か
あ
さ
ん
で
す
。

丸
太
の
上
を
わ
た
っ
た
り
、
前
ま
わ

り
な
ど
の
運
動
を
す
る
。

○
最
後
ま
で
で
き
た
　
　
　
　
　
2
点

○
と
ち
ゅ
う
ま
で
で
き
た
　
　
　
l
点

○
で
き
な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
0
点

飼
側
聞
酬
曲

馬
の
り
前
進

丸
太
に
ま
た
が
り
前
進
す
る
。

○
最
後
ま
で
落
ち
ず
に
で
き
た
　
2
点

○
半
分
以
上
で
き
た
　
　
　
　
1
点
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二も葛
五
月
六
日
付
で
、
大
貝
忠
男
氏
が
教
育
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
大
良
民
は
永
年
に
わ
た
り
教
育
に
た
す
き
わ
ら
れ
、

そ
の
間
、
下
二
小
学
校
艶
頭
、
青
木
小
学
校
校
長
な
ど
を
歴

任
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
正
ュ
4
年
0
0
月
1
6
日
生
、
水
巻
町
大
字
猪
熊
八
八
六
番
地
。

ま
す
。
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

・
柴
田
　
開
　
〈
古
賀

＄
（
2
9
3
）
0
0
9
0

・
横
田
富
雄
　
上
別
府

田
（
2
9
3
）
0
0
8
6

宕
書
芸
最
蚤
を
毎
年
計
浮
雲
策
蚤
を
年
輩

鵬
国
　
民
　
年
　
金
醐

曽
雪
雲
蓋
貴
意
蜜
豆
や
寧
禁
書
書
芸
茎
去
弟

五
月
は
「
赤
十
字
運
動

強
田
月
間
」
で
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
国
民
年
金
で

は
、
厚
岸
壷
金
ま
た
は
共
済
年
金
に
加
入
し

て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ん
は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
重
言
最
保
険
箸
は
、
自
分
で
保
険

料
を
納
め
な
く
て
も
毎
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
役
場
の
窓
口

に
届
け
出
て
、
登
一
一
号
被
保
険
者
の
確
諒
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
奥
さ
ん

は
、
今
す
ぐ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
将
来
年
金
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
届
け
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
で
不
明
な
点
は
役
場
年
金
係
ま
で

製
口
せ
く
だ
さ
い
。

本
年
も
全
国
一
斉
に
五
月
一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
を
赤
十
字
月
間
と
し
て
、
社
寅
募

集
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
は
、
人
道
、
巽
の
も
と
に
、
各

国
の
赤
土
千
と
一
言
つ
な
い
で
、
国
際
的
に

は
、
ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
の
難
民
救
援
、
メ
キ

シ
コ
地
震
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
火
山
噴
火
に
よ
る

被
災
害
救
援
活
動
な
ど
、
災
害
で
苦
し
む
被

災
害
者
等
を
韻
す
る
た
め
、
ま
た
国
内
的

に
は
、
風
水
審
あ
る
い
は
航
空
稔
の
墜
落
事

故
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
救
援
に
、
病
院
や

血
液
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
と
使
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
れ
ら
赤
十
字
の
蛮
業
資
金
は
、
社
員
が

納
入
す
る
社
費
と
寄
付
金
が
全
て
の
財
源
で

す
。
ど
う
か
趣
旨
を
こ
理
解
の
う
え
、
皆
様

の
あ
た
だ
か
い
こ
支
援
、
こ
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

消
火
器
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意

最
近
、
「
役
場
の

防
災
課
か
ら
乗
ま
し

た
」
と
偽
っ
て
、
消

人
権
擁
護
委
員
制
度
を
御
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
橋
擁
護
委
員
法
が
施
行

き
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
目
に
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の
董
傘
的
人
権
を

擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
蘭
が
誕
生
し
な
の
で
す
。
こ

れ
が
大
旗
謹
書
貝
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
斑
渡
委
員
は
、
六
月
一
日
を

「
人
権
整
賽
貝
の
日
」
十
定
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
府
の
人

権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

当
町
に
は
、
次
の
人
権
彊
委
員
が
お
ら

れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
笛
は
守
ら
れ

火
器
を
売
り
つ
け
る
悪
質
な
訪
問
販
売
が
横

行
し
て
い
ま
す
。

個
人
住
宅
へ
の
消
火
器
設
置
は
、
法
律
で

強
襲
ノ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
の

職
員
や
消
防
署
員
が
、
各
家
庭
を
回
っ
て
消

火
器
を
販
売
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん。
万
一
、
消
火
器
の
販
売
に
来
て
次
の
よ
う

な
璧
口
は
、
消
防
署
舘
（
2
9
3
）
1
2
3

ュ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
役
場
や
消
防
馨
か
鼻
来
た
と
言
っ
て
い
る

。
消
防
署
員
の
服
装
を
し
て
い
る

・
会
社
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い

。
い
ら
な
い
と
言
っ
て
も
法
律
で
決
ま
っ
て

い
る
と
し
つ
こ
く
言
う

部
内
火
災
・
敵
意
件
数

（
3
月
末
ま
で
）

簡
酬
肌
用
潮

力
－
一
さ
ん
あ
る
き

ロ
ー
プ
や
ネ
ッ
ト
を
横
に
進
む
。

○
最
後
ま
で
で
き
た
　
　
　
　
2
点

○
半
分
以
上
で
き
た
　
　
　
　
l
点

○
で
き
な
い
　
　
　
　
　
　
0
点

鋼
＝
欄
間
潮
田

つ
り
練
わ
た
り

ユ
ラ
ユ
ラ
す
る
丸
太
の
上
を
、
ロ
ー
プ

を
つ
か
み
な
が
ら
わ
た
る
。

（
韓
閻
賦



（5）公⑬鍔勉彿　　　　　　　　　　　　　　築郊号
の“．Imm〇日ln〃imnⅢIq川imm旧i叩棚田IIi問i関n”P細田PiPi剛iqIPiui剛ml関関田叩mininl伽”i洲I剛iu間IPiumInlni日脚mmm日間i”lPl日間iiluinmiOi剛iO”m関田同調00qmmmum剛田町晴間間Mi用ilii

0　0　0

半半最
分分後
以以ま
下上で

でで
き　き
た1こ

鮭烹

三
－
－
≡
一
塁

「

お

目

　

i

 

i

L

自
動
車
税
は

五
月
三
十
－
日
ま
で
に

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す

福
岡
県
警
察
、
交
通
安
全
協
会
で
は
、
優

良
運
転
者
表
彰
の
申
請
受
付
を
し
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

▽
対
象
者
交
通
法
令
を
よ
く
守
り
、
常
に

安
全
運
転
を
心
か
け
、
無
車
故

連
語
著
で
、
人
格
、
識
見
と
も

す
ぐ
れ
、
他
の
運
転
者
の
模
範

と
し
て
、
安
全
運
転
の
推
進
に

大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人
。

▽
要
件
⑧
現
在
福
岡
県
内
に
住
み
、
自
動

車
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
こ

と。
⑤
普
通
免
許
以
上
（
除
く
軽
四
輪

限
定
）
の
免
許
を
受
け
て
い
る

こと。

▽
違
捧
続
年
数
等
鍋
葦
は
連
環
牢

数
が
同
年
以
上
で
、
蜜
故
無

違
反
で
あ
る
こ
と
。
緑
十
字
、

金
吾
な
ど
は
蝕
輩
の
露
汁
に
他

の
零
が
加
わ
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
6
月
2
8
日
（
土
）
ま
で

▽
問
い
合
せ
と
申
し
込
み
先
詳
し
く
は
、

折
尾
警
察
署
委
譲
整
霞
詮
（

6
9
1
）
0
3
3
1
、
内
嬢
2

6
1
へ
。

自
動
車
税
な
ど
の
県
税
は
、
平
和
で
幸
せ

に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
福
岡
県
つ
く
り
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

車
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
、
自
動
轟
は

五
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
お
忘
れ
な
く
。

な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き
は

若
松
財
務
串
務
所
＄
（
7
6
1
）
4
0
2
5

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

住

宅

資

金

を

融

資

し

ま

す

土
地
の
無
料
相
談

土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、
担
保
、
相
続
、

交
換
な
ど
に
つ
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
相
接

を
受
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い。▽
相
談
日
毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
1
6
時

▽
会
　
場
県
庁
一
階
、
県
民
相
談
室

▽
申
込
み
前
も
っ
て
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

禽
0
9
2
（
6
5
1
）
1
2
3
4

な
お
、
第
二
、
第
四
金
曜
日
は
弁
護
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
接
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
金
融
公
庫
春
の
融
資
受
付
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

低
金
利
の
馨
感
賞
に
加
え
、
特
別
割
増

融
資
も
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
住
霊
樹
公
庫
福
岡
支
所
禽

0
9
2
（
7
1
2
）
5
5
5
5
か
住
霊
融

公
蕾
取
扱
店
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
　
ヘ
ル
パ
ー

技

術

講

習

会

▽
講
習
日
　
6
1
年
6
月
1
6
日
～
7
月
5
0
白
の

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の
1
0
時

か
ら
1
6
時
ま
で
、
2
1
日
間

▽
会
　
場
声
畑
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

▽
申
込
み
　
藷
に
て

▽
申
込
先
県
婦
人
惑
覆
助
セ
ン
タ
ー
筑

豊
支
所
（
面
接
あ
り
）

舘
0
9
4
8
（
2
3
）
4
1
5
6

国
東
罷
す

東
京
消
防
庁
消
防
宮

受
験
区
分
に
よ
り
受
付
、
試
験
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
東
京
消
防
庁
人
語
郵

人
事
課
採
用
係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

＄
0
3
（
2
1
2
）
2
1
L
l

工
業
統
計
用
ポ
ス
タ
ー

規
格
な
ど
詳
細
は
、
県
庁
内
調
査
統
計
課

へ
。
＄
0
9
2
（
6
5
1
）
l
ュ
l
L

森
林
浴
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

規
格
な
ど
詳
細
は
、
県
庁
内
治
山
源
へ
。

舘
0
9
2
（
6
5
ュ
）
ェ
ー
ュ
l

国

税

専

門

官

▽
採
用
予
定
人
員
全
国
で
六
百
名

▽
受
験
費
格
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
～
昭
和

如
年
4
月
1
日
生
れ
の
者

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
6
日
～
お
目

▽
一
次
試
験
1
月
1
2
日
と
ュ
3
日

福
岡
大
学
高
慶
舎

▽
申
込
用
紙
請
求
先
福
岡
国
税
局
、
最
寄

り
の
税
務
署
ま
た
は
各
大
学

輸
職
担
当
課

申
込
書
の
提
出
先
お
よ
び
詳
細
に
つ
い
て

は
福
岡
国
税
局
人
事
一
課
丁
掘
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
東
2
の
虹
の
1
、
＄
0
9
2
（

4
1
1
）
0
0
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

総
刑
期
酬
酬

山
脈
ご
え

ロ
ー
プ
や
丸
太
の
斜
面
を
の
ぼ
り
、
ネ

ッ
ト
を
お
り
る
。

○
最
後
ま
で
で
き
た
　
　
　
　
　
2
点

○
半
分
以
上
で
き
た
　
　
　
　
　
l
点

○
半
分
以
下
　
　
　
　
　
　
　
0
点

簡
酬
肌
用
恥

入
間
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ

棒
に
腰
か
け
、
空
中
を
す
べ
る
。

○
で
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
2
点

○
で
き
な
い
　
　
　
　
　
　
　
0
点
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第4回遠賀町民体育休会
男子バレーボール大会

（決勝トーナメント）

優i臓∴機の本
珊置膳　東和苑

吉富
別　　　東　　　上　　　松

和　　　則　　　の
府　　苑　　府　　本

‾‾望謙語高ぶ亘衰藍一▲

昭和61年度　遠賀町体育協会事業計画
ちこくしないように集まってください。

月 �日 �○ �競　技　　会 �暗　闇 �場　　　　　　所 

6 �22 �日 �卓球（個人） �9：00－ �広漠小学校体育館 
9：00－ �勤労者体育センター 

7 �6 �日 �軟式庭球 �9：00・－ � 
13 �目 �水　泳 �9；00－ �南中学校プール 

27 �日 �少年ソフトボール �8：40・－ � 

少女バレーボール �8；40－ �勤労者体育センター、南中 

8 �31 �日 � �8：40－ �勤労者体育センター 

9 �7 �目 � �8：30－ � 

14 �日 � �7：40－ � 

10 �⑲ �金 �町民体育祭 �8：30・－ �総合運動公園グラウンド 12 �日 �少年相撲 �9：30－ �木守区相接揚 

26 �日 �硬式庭球 �9：00－ � 

11 �9 �日 �少年柔道 �9：00－ �第一武道場 
少年剣道 �10：00－ �勤労者体育センター 

少年空手道 �10：30－ �浅木小学校体育館 

30 �目 �駅伝競走 �9：30－・ �総合運動公園周回道路 

2．1 �25 �日 � �9：00－ �勤労者体育センター 

3 �8 �日 �走ろう大会 �9：40－・ � 
29 �白 �卓球（団体） �9：00－ �広漠小学校体育館 

－
認
欄
憫
胸
懐
閲
酎
剛
駐
留
剛
性
－

第
4
回
町
民
体
育
大
会
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
結
果

陸
上
　
カ
ー
ニ

出
場

▽
日
　
時
　
5
月
2
5
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

憩
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
場
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
種
　
目
　
（
単
位
は
メ
ト
ト
ル
）

○
中
学
の
郵
（
学
年
別
）

男
子
　
百
、
四
百
、
千
五
百
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
毀

女
子
百
、
二
百
、
八
百
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

〇
百
年
の
部
（
S
3
1
・
4
・
1
以
降
出
生
者
）

男
子
百
、
四
百
、
千
五
百
、
五
千
、

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

女
子
百
、
二
百
、
八
百
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

〇
一
舷
の
郵
（
年
齢
制
限
な
し
）

男
子
百
、
四
百
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

女
子
百
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
毀

○
公
開
競
技

第
千
百
、
五
千
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投
を

年
齢
別
で

女
千
百
、
二
千
、
走
幅
跳
を
年
齢
別
で

▽
出
場
制
限
一
人
二
種
目
以
内

ヾ
　
　
レ

ノ
　
　
　
ノ

者

募

集

中

▽
申
込
締
切
　
5
月
1
2
日
（
邑

▽
そ
の
他
　
参
加
者
各
自
弁
当
持
参
の
こ
と

▽
申
込
先
体
育
協
会
（
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）

4
月
ュ
3
日
（
日
）
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
と
遠
竃
申
体
育
館
で
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
1
2
チ
ー
ム
と
昨
年
に
比
べ
出
場

チ
ー
ム
が
少
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
各
試
合

と
も
熊
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
勝
松
の
本

準
優
勝
東
和
苑

〇
一
度
も
地
面
に
手
を
つ
か
ず
に
で
き
た
2
点

l
点

0
点

鋼
＝
酬
酬
酬
酬

谷
わ
た
り

な
わ
は
し
こ
で
上
に
の
ぼ
り
、
丸
太
や

ネ
ッ
ト
を
の
ぼ
り
お
り
す
る
。



第386号彿八
的

血
筋＠宣）7（

続
遠
賀
町
文
学
散
歩

㈲

遠
足
に
よ
く
使
わ
れ
た
こ
と
は
、
浅
木
校
区

に
住
む
大
人
た
ち
も
思
わ
ず
思
い
出
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
の
幼
い
頃
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

調
査
に
よ
る
十
百
填
時
代
後
期
で
七
百
年

頃
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。

十
七
基
の
槙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
金
枠
で
保

西
川
を
遡
る
（
珊
）

白
水
川
が
落
ち
込
む
あ
た
り
か
ら
西
川
の

左
岸
を
遡
る
と
、
土
手
一
面
の
革
は
繚
一
と

色
に
な
り
、
と
こ
ろ
と
こ
ろ
に
れ
ん
げ
や
た

ん
ば
は
、
は
は
こ
ぐ
さ
な
ど
の
野
の
花
が
咲

き
出
し
て
、
暮
ら
ん
ま
ん
の
姿
で
あ
る
。

き
な
鰐
に
積
み
換
え
、
芦
屋
や
若
松
へ
運
ば

れ
て
い
た
。

西
川
炭
田
の
石
炭
は
筑
豊
で
も
一
番
古
く

か
ら
掘
ら
れ
て
い
た
の
で
、
関
西
や
四
国
方

面
の
塩
田
用
に
主
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

今
は
何
の
変
哲
も
な
い
川
の
景
色
で
あ
る

鰻
さ
れ
て
い

る。
文
部
省
指

定
の
史
政
「

古
月
横
穴
」

と
読
ま
れ
る

碑
が
、
朝
の

左
手
に
は
露
ん
だ
空

に
福
智
山
が
う
ず
む
ら

さ
き
に
た
た
ず
ん
で
、

鷹
取
山
な
ど
の
前
山
を

配
し
た
構
図
は
、
い
つ

も
な
が
ら
美
し
い
も
の

だ
っ
た
。
近
く
木
月
の

青
野
山
が
あ
り
、
畠

に
山
城
が
あ
っ
た
と
聞

く
、
そ
れ
ら
し
い
型
を

み
せ
る
。

木
月
橘
は
こ
の
辺
り

が
、
そ
の
昔
「
木
月
大

橋
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
頃
の
石
橋
を
知
っ
て

い
る
者
に
と
っ
て
は
、

団
地
の
中
を
巡
る
道
か
ら
左
手
の
雑
木
の

繁
っ
た
丘
に
の
は
る
。
こ
こ
は
百
月
百
穴
と

呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
。

美
し
い
光
の
中
に
立
っ
て
い
る
。（

片
山
花
組
史
）

鷺
新
譜
（
‖
●
清
盛
を
宮
詣
し
て
（
幽
愈
一

た
こ
と
を
考
え
、
歴
史

の
流
れ
手
兵
に
生
き
て

来
た
川
と
、
そ
れ
に
生

き
て
来
た
人
々
の
庄
藩

の
移
り
変
り
を
考
え
ず

出
題
∴
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹

自
発
黒
死
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
・
タ
メ
ヅ
マ
リ

3
分
で
2
級
、
1
分
で
初
段
。

で
は
大
切
な
橋
で
、
昔
か
ら
何
度
か
架
け
換

っ
た
こ
と
を
聞
く
が
現
代
の
橋
の
姿
は
、
ど

こ
に
で
も
あ
る
橋
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。

大
汐
の
満
潮
の
時
に
は
こ
こ
か
ら
少
し
上
流

の
浮
段
あ
た
り
ま
で
海
の
潮
が
押
し
あ
け
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
終
り
こ
ろ
か
ら
西
川
炭
田
の

石
炭
が
採
掘
さ
れ
て
、
こ
の
附
近
か
ら
川
指

に
積
ま
れ
、
西
川
を
下
り
、
木
守
で
更
に
大

に
は
い
ら
れ
な
い
。

橋
を
渡
ら
ず
更
に
上
流
に
歩
く
。
新
し
い

金
属
桶
が
あ
り
、
措
辞
も
そ
れ
に
沿
っ
て
新

し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
種
も
渡
ら
ず
右
手
に
、
山
側
に
歩
く

と
、
眼
の
前
の
住
宅
団
地
の
む
こ
う
に
、
あ

ぐ
ら
を
か
い
た
様
な
姿
の
荒
五
郎
山
が
見
え

て
く
る
。

こ
の
山
は
浅
水
小
学
校
の
小
さ
い
孟
供
の

出
題
　
八
殿
　
北
村
　
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
五
万
の
駒
を
一
枚
取
り

た
い
の
で
す
か
。

1
0
分
で
2
織
、
5
分
で
初
段
。

持
職
　
権

－
一
一
－
一
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九

正
解
は
1
0
ペ
ー
ジ

雨
間
－
酬
酬
胴

展
望
台
の
は
り

ネ
ッ
ト
か
ら
の
ぼ
り
、
反
対
側
か
ら
お

り
る

○
最
後
ま
で
で
き
た
　
　
　
　
2
点

○
と
ち
ゅ
う
ま
で
で
き
た
　
　
　
l
点

○
で
き
な
い
　
　
　
　
　
　
　
0
点

胴　－

つ
り
輪
わ
た
り

つ
り
輪
に
足
を
か
け
て
わ
た
り
、
反
対

側
へ
お
り
る
。
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高野　治平くん

（言葉さんの長男）
昭和60年8月19日生

よく女の子に聞違えられるち

っちゃな僕だけど、愛鰭はいい

んだ。いつもお姉ちゃんにつぶ

されたり、大好きはゴミ箱を持

っていかれたりするけど、大き

別府3249番地のl
I7人や

田中　健也くん

（毒筆さんの長男）
昭和60年9月10日生

ぼくは、くいしんはうだから

とってもブータンです。歌が大

好きで、ママといつもうたって

います○お山の杉の子のように

心もからだもでっかい子になり

たいです。

）8（餌へ
の鍔⑮盆

歯
医
者
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
　
①

む
し
歯
は
他
の
病
気
に
比
べ
て
非
常
に
高

い
植
忠
率
で
、
い
ま
や
文
明
病
と
さ
え
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
り
し
も
六
月
四
日
か
ら
の

歯
の
衛
生
週
間
を
前
に
、
む
し
歯
か
ら
子
ど

も
を
救
う
た
め
の
お
話
し
を
し
た
い
と
思
い

ます。

現
在
、
虫
歯
の
予
防
法
に
は
、
大
き
く
分

け
て
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
霞
み
か
き
÷
二
つ
め
が
『
砂

溝
の
制
限
∵
三
つ
め
が
『
フ
ッ
素
の
麻

里
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
行
な
う
こ
と

が
大
切
な
の
で
す
。

で
は
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話

し
ま
し
ょ
う
。

歯
　
み
　
が
　
さ

現
在
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
子
と
も
た
ち
が

噛
み
か
き
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
正
し
い
み
か
き
方
が
理
解
、
実
行
で

き
に
く
い
た
め
、
む
し
歯
の
減
少
に
は
つ
な

が
っ
て
い
ま
せ
ん
、
歯
垢
を
赤
く
染
め
出

し
、
取
れ
る
ま
で
み
か
く
な
ど
、
正
し
い
み

か
き
方
を
お
し
え
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
み
か
い
て
い
る
こ
と
と
、
み
か
け
て
い

る
こ
と
と
は
違
う
の
で
す
。
な
お
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
小
学
生
ま
で
は
、
寝
か
せ
み
か
き
を

お
す
ず
め
し
ま
す
。

寝
か
せ
み
が
さ
の
方
法

〇
一
本
の
歯
を
十
回
以
上
み
か
く

○
適
度
の
音
が
す
る
よ
う
力
を
入
れ
て
み
が

○
歯
み
が
さ
剤
は
使
わ
な
く
て
も
よ
い

○
毎
日
必
ず
実
行
す
る

寝
か
せ
み
が
さ
の
利
点

○
ひ
ざ
の
上
な
の
で
子
と
も
自
身
憲
す
る

○
頭
が
安
定
す
る

○
上
の
歯
の
典
ま
で
よ
く
見
え
る

〇
百
が
下
が
る
の
で
み
が
さ
や
す
い

〇
六
歳
臼
歯
の
発
見
に
つ
な
が
る

な
ど
多
く
の
良
い
点
が
あ
り
ま
す
。

お
っ
と
、
ペ
ー
ジ
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
で
は
残
っ
た
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次

の
回
に
お
話
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

遠
賀
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
会

○
最
後
ま
で
で
き
た

○
半
分
以
上
で
き
た

○
で
き
な
い

母
と
子
の
む
し
歯
予
防

教
室
の
お
知
ら
せ

○
子
と
も
か
み
が
い
た
後
の
仕
上
を
す
る

○
ひ
ざ
を
く
ず
し
、
そ
の
ひ
ざ
に
子
ど
も
の

頭
を
の
せ
る

○
口
の
奥
は
指
で
類
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
か
ら

み
か
く

○
歯
ブ
ラ
シ
は
し
っ
か
り
握
る

▽
日
　
時
　
6
月
8
日
（
日
）
n
時
～
1
4
時

▽
会
　
場
遠
賀
歯
科
医
師
会
館
（
水
巻
町

吉
田
）
巽
2
0
2
）
ュ
4
6
0

▽
内
　
容
①
正
し
い
歯
の
み
か
き
か
た

⑪
フ
ッ
素
浅
口

⑧
む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
テ
ス
ト

④
歯
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
小
児
歯
科
・
矯
正
歯
科

・
シ
ソ
ー
ノ
ー
ロ
ー

⑤
ス
ラ
イ
ド
で
の
虫
歯
予
防
講
演

▽
先
着
吉
名
の
方
に
は
歯
ブ
ラ
シ
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。



（9）僅㊧西の彿　　　　　　　　　　　　　　第300号

鰹
廓
と
衛
蛙
の
ペ
∴
U
ジ

澄
藤
懸

▽
娼
間
5
月
⊥
5
日
采
）
～

6
月
0
0
白
（
月
）

▽
場
所
町
内
の
次
の
医
院
（
青
柳
医

院
、
癒
韻
律
児
科
医
院
、
遠
賀

浅
木
内
科
医
院
、
橋
套
院
、

花
野
医
院
）

▽
時
間
各
陸
続
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
者
三
強
以
上
の
エ
蟹
著

た
だ
し
、
三
歳
以
上
の
お
子
さ

ん
で
ま
だ
一
度
も
受
け
ら
れ
た

こ
と
の
な
い
方
は
、
今
年
一
～

二
週
間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回

接
頭
し
、
更
に
来
年
一
回
接
種

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基
礎
免
菱

が
で
き
、
そ
の
後
は
三
年
に
一

回
の
迫
盤
（
坐
霞
一
年

二
年
、
五
年
、
中
学
校
二
年

生
）
に
な
り
ま
す
の
で
、
入
学

さ
れ
る
前
に
ぜ
ひ
基
礎
免
愛
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
心
か
け
て

く
だ
さ
い
。

▽
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
五
十
円

▽
接
穂
方
法
基
癒
菟
菱
の
で
き
た
人
は
三

年
に
一
回

▽
持
参
晶
印
鑑

▽
注
意
接
極
目
の
朝
の
体
温
を
判
っ
て

お
く
こ
と
。

▽
そ
の
他
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び
町
県

展
が
均
患
韻
以
下
の
世
帯

の
人
で
撞
黛
聾
者
は
、
役
綾

に
帥
鑑
を
指
参
し
、
食
感
用
の

問
診
票
を
受
領
し
て
下
さ
い
。

問
診
票
は
五
月
八
日
（
木
）
よ

り
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
馨
晶
印
鑑
（
母
霞

▽
内
容
蕪
晃
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
葦
原
交
付

▽
料
金
　
無
料

蒙
e
書
面
の

小
皿
一
出
⑯

●
せ
っ
け
ん
を
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か

け
て
洗
う

●
汚
れ
を
落
と
し
た
あ
と
は
、
す
す
き
を
十

分
に
す
る

●
手
を
ふ
く
手
ぬ
ぐ
い
や
タ
オ
ル
は
清
潔
な

も
の
を
使
う

汚
　
物
　
の
　
処
　
理

消
　
毒
　
の
　
目
　
的

た
ん
や
鼻
汁
を
と
っ
た
チ
リ
純
な
と
は
、

滴
で
作
っ
た
ゴ
ミ
箱
（
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
）

違
籠
籍
謬

▽
期
　
日
　
5
月
2
9
日
（
木
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ェ
0
分
－
1
4
時

鬱
　
1
3
時
0
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
満
3
餞
を
超
え
、
滴
4
議
に
達

し
な
い
幼
児

▽
持
参
晶
母
子
享
暖

▽
料
金
無
料

抵
抗
力
の
落
ち
て
い
る
病
人
に
、
外
か
ら
　
に
入
れ
た
ま
ま
焼
き
捨
て
る
か
、
土
に
埋
め

病
気
の
バ
イ
菌
を
持
ち
こ
ん
で
感
染
さ
せ
な
　
ま
す
。
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
捨
て
る
と
き
は
、

い
た
め
に
、
ま
た
、
病
人
の
パ
イ
菌
を
は
か
　
口
を
し
っ
か
り
し
は
っ
て
閉
じ
て
お
さ
ま

の
人
に
う
つ
き
な
い
た
め
に
行
い
ま
す
。
　
す
。

す
る
誠
謡
　
消
毒
小

輩
誹
錆
手
洗
い
・
食
器
の
煮
沸
は

謹
熊
念
入
り
に

や
家
事
に
使
う
エ
プ
ロ
ン
と
は
っ
き
り
区
別

し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

食
　
苗
　
の
　
消
　
毒

◎
期
日
　
5
月
刻
日
（
ん
C

▽
時
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

▽
場
所
中
英
公
民
館

手

洗

い

の

励

行

▽
対
薯

▽
内
　
容

▽
指
審
品

▽
料
金

◎
期
　
日

▽
時
　
間

▽
掲
　
所

▽
対
策
著

妊
産
婦

調
理
実
習
、
家
族
計
画

エ
プ
ロ
ン

無
料

5
月
銃
口
（
月
）

1
3
時
刻
分
～
1
5
時
5
0
分

役
場
保
健
室

妊
産
婦

容
態
の
前
後
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま
し

ょう。洗
う
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
ツ
メ
の
中
は
パ
イ
菌
の
巣
で
す
。
あ
ら
か

じ
め
短
く
切
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

指
輪
は
は
ず
し
て
く
だ
さ
い
。
指
輪
の
下
の

パ
イ
菌
は
、
手
を
き
れ
い
に
洗
っ
て
も
残
り

が
ち
だ
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
病
人
の
食
べ
残
し
た
も
の
は
、
ペ

ー
パ
ー
バ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
捨
て
ま
す
。

残
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
ほ
か
の
人
が
食
べ
た

り
、
ま
た
、
犬
や
猶
に
食
べ
さ
せ
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

病
人
の
食
器
は
、
他
の
家
族
の
も
の
と
は

別
に
洗
い
、
洗
っ
た
後
は
必
ず
熱
湯
を
か
け

ます。伝
染
性
の
病
気
で
、
医
師
の
指
示
が
あ
る

磐
田
に
は
、
食
べ
残
し
た
も
の
を
始
末
し
た

後
、
食
器
を
洗
わ
ず
に
そ
の
ま
ま
煮
沸
消
毒

か
薬
液
消
茜
を
行
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
病

原
菌
は
摂
氏
百
度
で
五
分
間
煮
沸
す
れ
ば
死

に
ま
す
が
、
な
る
べ
く
十
～
十
五
分
く
ら
い

煮
沸
し
て
く
だ
さ
い
。

煮
沸
す
る
た
め
の
容
器
は
、
蒸
し
器
や
寸

胴
鍋
の
よ
う
な
、
念
頴
が
す
べ
て
完
全
に

湯
に
浸
る
よ
う
な
た
っ
ぷ
り
し
た
大
き
さ
の

も
の
を
用
意
し
ま
す
。
消
毒
後
の
食
詰
を
と

り
た
す
た
め
の
筈
も
一
緒
に
入
れ
て
煮
沸
し

て
く
だ
さ
い
。

薬
液
消
毒
は
、
煮
沸
の
場
合
と
同
様
、
食

器
の
汚
れ
を
落
と
し
て
か
ら
譜
珪
石
け
ん
〇

・
二
五
～
〇
・
五
劣
溶
液
に
食
器
を
二
時
間

は
ど
浸
す
消
誌
方
法
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

煮
沸
に
向
か
な
い
食
器
の
消
毒
に
用
い
ま

す。
薬
液
に
浸
し
た
後
は
、
流
水
で
よ
く
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。



下 調の遵輝調整闘指事義

日 �○ �行　富　内　容 �時　　間 ��実施会場 �担当係名 �対象や終了時間など �詳　細 

15 （ ／30 �木 （ 月 �日本脳炎予防接種 � �各医院の 診療時間内 �9ページの 各医院 �保健衛生係 �3歳以上の希望者 �9ページ 

17 �土 �子ども全役貝学習会　① � � �中央公民館 �社会教育係 �地区子ども全役貝 � 

ママテニス教室　くり � � �総合 運動公園 テニス場 �社会体育係 �町内婦人 � 

20 �火 �妊　　婦　　相　　談 � � �中央公民館 �保健衛生係 �諒理実習、妊産婦 �9ページ 

22 �木 �昭和61年度遠賀中間地区 老人大学院講座閑静式 � � �中央公民館 �社会教育係 �受講生 � 

23 �金 �心　配　ご　と　相　談 � � �公民館別館 �社会福祉 協強会 �護志雑談－こ応じますo � 

24 �土 � � ��総合 運動公園 テニス揚 �社会体育係 �町内婦人 � 

子ども会育成会研修会⑤ � � �中央公民館 �社会教育係 �地区子ども会育成会員 � 

24 （ 25 �土 I 日 �第銘回九州朝日レガッタ � �9：00－・ �遠賀川 漕艇∴揚 �企画調整係 �いo � 

25 �日 �遠賀コミュニティ 　センター落成式 �11：00・－ ��遠賀 コミュニテ ィセンター �企画調整係 �6月1日オープン予定 � 

陸上　カ　ー　ニ　バル � � �総合 運動公園 グラウンド �社会体育係 �町内中学生以上 �6ページ 

26 �月 �妊　　婦　　相　　談 � ��役場保健室 �保健衛生係 �母子手帳交付、妊産婦 �9ページ 

29 �木 �三　歳　児　健　診 � �13：10－ �中央公民館 �保健衛生係 �3歳一4捜未満児 �9ページ 

31 �土 �子ども全役員学習会　④ � ��中央公民館 �社会教育係 �地区子ども会役員 � 
総合 運動公園 テニス線 �社会体育係 �町内婦人 � 

第33回九州朝日レガッタ開催

5月24日出
5月25日（日）

鷲轄譲襲鴛、
霊　雪蒲重き管轄、講談誓㌍

訂iこ成り拾てて2三竜が妙手順盆

正　のです。初手2二銀披とし、同
五、2三角旗、岡倉、3四桂は

以下指し切り。

両日とも午前9時から
会場　遠賀川漕艇場

藷
碁
正
解

へ
正
　
罵
）
　
白
1
の
ツ
ケ
が
逆
手
。

黒
2
の
時
、
白
3
の
オ
キ
が
手
筋
で

続
く
5
と
の
連
係
プ
レ
ー
で
決
ま
る
。

迫
宮
小
集
落
地
区
改
良
事
業

の
施
行
に
伴
い
、
町
道
塚
ノ
元

・
丸
ノ
内
線
の
一
部
（
道
官
の

公
園
横
）
が
五
月
五
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。 ⑱

通
れ
ま
せ
ん


